


図22.術後4ヶ月 遠心根尖部CT像

　本方式はすべての無歯顎症例に適用できるものではないが、条件が整えば多くの手間と負担を軽減できるため非

常に有用である。また、シミュレーション段階でコントラヘッドの干渉の有無が確認可能であることは、手術時に

サージカルガイドが使えないといったトラブルが回避でき、これも大きな利点と言える。今回の下顎2-IOD症例に

おいては、理想的なガイデッドサージェリーが実現できた。

図5.咬合式の上下サージカルガイド

図7.上顎用サージカルガイド装着 図8.下顎用サージカルガイド装着

図11. I S-ll act ive 埋入完了

図6.トレーニングデンチャー( 左) と造形されたサージカルガイド( 右) の比較。デンチャーは理

想的な咬合高径でニュートラルゾーンに理想的に配列されており、サージカルガイドはそれ

と同じ咬合高径で上下が嵌めあうようになっている。

図9.咬合することによりサージカルガイドの

位置が明確に定まり、固定も叶う

図10.上顎用サージカルガイドは、コントラ

ヘッドが干渉する部分を設計段階で削除する

工夫が成されている

　無歯顎症例においてノンフラップ式粘膜上サージカルガイドを使用する場合、通法であれば難儀する点がある。

歯牙という指標が存在しないために、位置を定めることが困難であり、さらには前述の通りアンカーピン等を用い

てサージカルガイドを固定しなくてはならない。この患者・術者、両者にとっての負担を無くすべく、新しい方式

のサージカルガイドが考案された。それが下図に見る咬合式ノンフラップ粘膜上サージカルガイドである。

　上下各サージカルガイドの臼歯部には凸部と凹部が設けられており、患者が使用していたトレーニングデンチャー

と同じ咬合高径で嵌め合うようになっている。これを患者が装着し咬むことによって、サージカルガイドの位置決

めと固定が一度に叶えられるのである( 図5-9) 。

　咬合させたままドリリングを進めていくが、上顎用サージカルガイドに対するコントラヘッドの干渉がBioNa　

でシミュレーションされ、干渉部分が設計段階で削除されているため何ら問題はない( 図10) 。また今回使用した

Neobiotech社のNeo NaviGuide KIT はサージカルガイドがひとつで済むため交換の手間もなく、スムーズにインプラ

ント埋入を完了できた( 図11) 。

サージカルガイドの新しい固定方法


